
すべての人が幸福な生活を

12/4～10は人権週間

です期間中は、人権講演会や特設相談

所を開催します。

人権講演会 特設人権相談所

日

時

12/ 9 圉

午後２時

～３時30分

12/ 5 (火)

午前11時

～午後３時

会

場

市民劇場
伊勢丹松戸店

11階特別会議室

内

容

弁護士
高橋むつき氏の

講演
｢家庭における

人権｣

家庭問題(親子､相

続)､借地・借家、

差別、いじめなど

対

象

民生児童委員・保

護司・母子福祉推

進員・市民

市　　 民

費
用

無　　　　　 料

人 日 と世 帯11 月1日現在

人口

男

女

世帯

464,845人

236.351人

228,494人

175,578世帯

主 な内容

国際交流フェスティバル

女性フォーラム

まつどを開催

松戸市の家計簿を

紹介します

情報チャンネル

街の話題

人 権 擁 護 委 員

委員名 住　　 所 電 話

島村　芳子 仲井叨2 -128- 262-5286

有坂　星子 金ケ作306 87-5055

和田　康男 松戸新田18-4 62-7853

谷口　充徳 中金杉2-20 42-7925

高橋むつき 上本郷2334-6 67-1∠104

鈴木　一夫 ⊃ﾝ 木144-2 41-0192

瀧田　泰子 上本郷3730 62-2683

山田　英夫 小山265 62-8886

冲　　英雄 松戸憫88 6卜0888

人権に関する心配ごとがある

人は、人権擁護委員に気軽にご

相談ください（秘密は厳守し ま

す）。

また、干葉地方法務局松戸支局

(S63 ―6278) でも相談を受け

付けています。

固援護課庶務係

相 談 名

法　 律☆

税　 務

登　 記

行　 政

住　 宅

交通事故･

市政･一般

年
　
金
　
相
　
談

現
在

、
市
で

は
将
来
に
向
け

て
、
新

し

い
総
合
計
画
を

策
定
し
て

い
ま
す

。

こ

れ
は
お
お
む

ね
二

十
年

後
の
二

〇
二

〇
年

を
目
指
し
て

、
教
育

・
福
祉
・
環

境

な
ど
す

べ
て

の
分
野

に
お
い
て
、
今

後

の
市
の
進
む
方

向
の
基

本
と
な

る
も

の
で
す
。

こ

の
計
画

を
策
定

す
る
上
で

、
市
民

の
皆

さ
ん
に
参
加
し

て

い
た

だ
く
た
め

一
言
提
言
や
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

現

在

の

市

の

問

題

点

や

そ

の

改
善

策

、
こ
う
あ

る

べ
き
と

い
う
理
想

な
ど

日

ご
ろ
感
じ
て

い
る

ご
意
見

を
お
寄

せ

く
だ
さ

い
。

ど
の
よ
う

な
分
野
に

つ
い

て
で
も
結
構

で
す
。

皆
さ
ん
の
意

向
を
最
大

限
に
生

か
し

こ
ん
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

た
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

固
政
策
企
画
室

阪
神
大
震
災
の
よ
う
な

大

き

な

災

害

が

起

き

た

場

合
に
も
安
心
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
、
き
ち
ん
と
整

え
て
ほ
し
い

●募集期限　11月30日附

●応募要領　一言提言は150字程度、論文は800字程度。
用紙、書式は自由。

●応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号・職業を記入
して、

・ハガキまたは封書は
〒271松戸市根本387- 5 松戸市役所政策
企画室へ

・ファクスは
松戸市役所政策企画室164-6919 番へ

・直接の場合は
市役所正面玄関または各支所の受付箱へ

‘12 月の相談あんない Ｏ
期　　　 日 時　　　 間 会　　 場 蠢

毎週火･木､第2･4月曜日 午後１時～ ５時

市役所

相談

コ ーナー

第１月 曜日 午前 ９時～正 午

第２金曜日 午後１時～ ５時

第３金曜日 午後１時～ ４時30 分

第２・第 ４月曜日 午後１時～ ３時

毎週 水曜日 午前10時～午後 ４時

月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時 市民相談 室

１啻

午前10時～ 午後 ３時

常盤平支所

５火 小 金支所

Ｂ應 小金原支所

旧 火） 馬 橋支所

15窗 六実支所

19火 新松戸支所

22啻 矢 切支所

26火 東 部支所

月～ 金曜日
午前 ９時30分～正 午

午後１時30分～ ５時

教育 研究所

S66-7461 番

あ
な
た
の
提
言
や
論
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
の
未
来
に
一
言

相 談はすべて無料です。 ☆印の相談は 予約をお 願いします。

駅
周
辺
に
は
、
年
々
新
し

い
ビ
ル
が
建
っ
て
い
ま
す
が
、

景
観
的
に
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

も
う
少
し
統
一
性
を
持
た
せ
て
、

調
和
の
と
れ
た
美
し
い
街
並
み

に
し
て
ほ
し
い
。

就学相談

教育相談

※人権相談は千 葉地方法務局松戸支 局（a63-6278 番）でも 行っ ていま す。

商人よろず

相談

労働相談

女性就業相談

６祟 午前10時30分~午後3時30分 體 豬 民ｾﾝﾀｰ 融 商
資 工
係 課20伽 午 前10時～午後 ４時 市役所相談

コ ーナー第１・ ３月 曜日 午後１時～５時 労 商
政 工
係 課水・金曜日 午前10時～午後４時 女性センター

※労働相談は柏労働 基準監督署（容047卜63-0245 番）でも 行っています。

消費生活

相談

ゆうまつど

こころの相談

女性パート

労働等相談

月～金曜日 午前 ９時～ 午後 ４時
消費生活センター

Q65-6565 番

第１～ 第３月曜日 午前10時～ 午後 ４時

女性センター

昔63-0505 番

第 ４月曜日 午後 １時～７時

毎月第 ２火曜日 午後1時30分～4時30分

相 談 名 期　　　日 時　　　間 会　 場 黷

第１～ 第４金曜日

午 前10時～午後 ３時

赧 鬩 談]-ﾅｰ

(亟 月) 馬 橋支所

蝶火） 六実支所

５火 小 金支所

６氷・⑩祟 常盤平支所

⑥祟・⑩祟 鴎 戸赧ｾﾝﾀｰ

７木・彪)困 小緑 眠ｾﾝﾀｰ

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

昔
6
8・
0
5
0
3

番

人
　

権
　

相
　

談

心
　

配
　

ご
　
と
　

相
　

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み



講師

・ 際交流意識の高楊と県内の国際交流ネットワークの

充実を目的として、「国際交流フェスティバルイン松戸」

が開催されます。

せ界ばどんどん狭くなり、私たちの周りで゙も外国人が

身近７存在となっています。地球人としての自分を考え

る催しに、ぜひご参加ください。

ピーター・フランクル

匐53年ハンガリー生まれ、匐88年から日本に在

住。数学者で、11カ国語を話し、40力国以上に

滞在し、大道芸人としても活躍。その豊富な異

文化体験を通し、日本について見たり、聞いた

り、感じたことをお話しします。

国際交流作品の展示

国際交流についての標語・写真コ

ンクールの入選作品の展示および表

彰を行います。

大道芸を街角 で披露

ふるさと便

松戸特産のネギ

卜 価格(送料別) 申　し　込　み

矢切ネギ

泥ネギ葉つき

7kg入り

2,000円

松戸市農協経済センター

041-5151 番または同農協各支店へ

(土・日曜日を除く)

あじさい

ネギ（葉

ネギ）

葉ネギ

1.5kg入り

1,300円

干葉小金農協

≪42-1079 番（土･日曜日を除く ）へ

あじさいねぎ

道

路
の

不

法

使

用

は

や

め

ま

し

よ

う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並
べ
て
営
業
す
る
こ
と
は
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
み
ん
な
が
迷
惑

す
る
行
為
は
や
め
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　

固
道
路
課

を販売

松
戸
の
特
産
品
の
「
矢
切
ネ
ギ
」

と
「
小
金
の
あ
じ
さ
い
ネ
ギ
（
葉
ネ

ギ
）
」
は
、
全
国
的
に
有
名
で

高
級

料
亭
な
ど
で

も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
1
2月
1
5日
畄
ま
で

引
き
渡
し
・
発
送
1
2月
５

日
㈹
～

2
0日
困

矢 切ねぎ

●日時　12 月16日（土）

午後１時～３時30 分（正午開場）

●会場　 森のホール21大ホール（定員1,900 人）

●入場　 無料

［動2 月８日 應必着でハガキに、住所・氏名 ・電話番号・参加人数

を記入し、〒271 松戸市根本387- 5 （財）松戸市国際交流協会（市

役所内）へ

※入場券をお送りします。

中国の舞踊など

「 芸 術座 アジ ア 」の皆 さ んが、 中 国

に古 代から 伝 わる 華麗 な舞 踊と スリ

ル 満 点の 技を 披露 し ます。

世界で活躍しています

使
用
開
始
平
成
８

年
１
月
１

日

か
ら

料
金
月
一
万
五
千
円
（
別

途
消
費
税
四
百
五
十
円
）
　
台
数

八
十
台
　
対
象
幅

∵

九
气

長

さ
五
・
五
肩
以
内
の
乗
用
を
目
的

と
す
る
車
を
保
有
し
て
い
る
か
、

保
有
予
定
の
個
人
・
法
人

汰
同
一
世
帯
、
同
一
法
人
、
同
一

80台収容できます

領
で
、

〒
2
7
1松
戸

市
小

根

本
七

―
一
〇
フ
コ

ク
生
命
ビ
ル
ニ

階
譛

車
両
の
重
複
の

申
し
込
み
は

無

効
と
な
り
ま
す
。（
返
信
用
（

ガ

キ
に
は
宛
て

名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
）

兩
幵一
月
3
0日
團
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
下
記
の
要

ハガキ記入要領(往信用)

①車両ナンバー
②自動車の種別

③車の用途　④車名
⑤車両の幅と長さ

⑥保有者(保有予定者)
の住所・氏名(名称)

・電話番号
⑦契約者名義と異なる

ときは関係
⑧空き待ち希望の有無

食

が

細

い
原

因

に

つ

い

て

巾
体
質
：
生

ま
れ
つ
き
食
が
細

い
子
ど
も
が
い

ま
す
。
生
ま
れ

た
と
き
の
体
重
が
少
な
い
場
合

や
、
親
も
小
さ
い
こ
ろ
食
が
細

か
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

恋
心
の
問
題
・：
親
が
あ
せ
っ
た

り
、
強
制
し
て

食
べ
さ
せ
よ
う

と
し
た
と
き
や
、
子
ど
も
自
身

が
き
ち
ょ
う
め
ん
で

神
経
質
な

場
合
も
小
食
に
な
り
ま
す
。

即
食
生
活
の
問
題
：
啝

庭
の
食

事
の
し
つ
け
や
食
事
時
間
の
回

題
が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ
を
食
べ

な
い
と
太
ら
な
い
」
と
か
「
こ

れ
は
栄
養
が
あ
る
か
ら
食
べ
な

い
さ
い
」
と
、
ご
ち
そ
う
を
並

べ
ら
れ
る
と
食
べ
る
気
が
し
な

く
な
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
親

の
仕
事
の
都
合
で
朝
食
や
夕
食

の
時
間
が
不
規
則
に
な
る
と
、

食
べ
た
い
と
き
に
食
べ
ら
れ
ず
、

食
事
の
量
や
体
重
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
食
べ
な
い

と
や
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
を
持
た
ず
、
い

た
ず
ら

に
食
事
を
強
制
し
な
い
こ
と
で

す

。
お
弁
当
を
一
細
に
作
り
野

外
で
食
べ
た
り
、
友
達
と
食
事

を
す
る
な
ど

、
と
き
に
は

気
分

転
換
を
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。

幼
稚
園
や

保
育
園
に
行
く
と
生

活
全
体
の

変
化
が
あ
り
、
友
達

関
係
の
中
で
も
食
事
習
慣
が
つ

く
ら
れ
、
良
い
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

ま
た
、
の
ろ
の
ろ
食
べ
る
こ

と
や
食
べ
残
し
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
厳
し
く
は
し
な
い
こ
と

で
す
。
子

ど
も
の
好
き
な
物
だ

け
を
食
卓
に
出
す
こ

と
は

良
い

こ
と
で

は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
親

の
好
き
な
物
ば
か
り
で
は
な
く
、

子
ど
も
の

年
齢
や
好
み
に

も
配

慮
し
ま
す
。
食
の
細
い
子
ど
も

に
限
ら
ず
、
子
ど
も
に
は
食
事

へ
の
興
味
を
持
た
せ

、
楽
し
く

食
べ
る
習
慣
を
身
に
付
け
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で

す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

松
戸
市
都
市
整
備
公

社
（
昔
6
6・

6
1
1
1

胎
丿
丶

小
食
は
病
気
や
夏
バ
テ
に
よ

る
食
欲
不
振
と
は
違
い
、
元
気

’

で
あ
る
が
食
べ
な
い
と
い
う
こ

と
で

す
。
こ

れ
は
、
お
母
さ
ん

の
判
断
や
心
配
に
よ
る
も
の
で

、

極
め

て

あ
い

ま
い

な
も
の

で

す
。
し
か
し
、「
う
ち
の
子
ど
も

は
と
て
も
食
が
細
く
て
、
せ
っ

か
く
作
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
食
べ

な
い
」
と
心
配
し
て
い
る
お
母

さ
ん
が
多
い
の
も
事
実
で

す
。

食
の
細
い
子
ど
も
へ
は
ど

う
接
し
た
ら
よ
い
か

食
欲
が
な
く
な
る
結
果
と
な
り

ま
す
。

戸
定
駐
車
場

契
約
者
募
集

松戸駅

徒歩

15分

食
の
細
い
子
ど
も
（
小
食
）

あ
な
た
の
健
康

千葉県国際交流協会＆松戸市国際交流協会 設立5周年記念

国際交流フェスティバル　イン松戸



女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
つ
ど
は
、

市
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
体
と
な

っ
て
女
性
行
動
計
画
を

推
進
し
て

い
く
た
め
の
場
で

す
。

男
女
が
と
も
に

生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
松
戸
市
を
築
き
あ
げ
る
た

め
に

、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞

せ
く
だ
さ
い
。

輝くわたしが

社会を変える

川井敏久

市長室・発

和名ヶ谷クリーンセンター完成に思う

日
時
・・
1
1月
2
5日
出
午
後
１
時

3
0分
～
４

時

会
場
・：
市
民
劇
場

費
用
…
無
料

講
演
…
前
東
京
都
副
知
事
の
金

平
輝
子
さ
ん
に
、「
わ
た
し

が
輝
く

た
め
の
社
会
を
自
分
の
手
で
作
ろ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。

意
見
交
換
：
南

民
お
よ
び
学
識

経
験
者
十
五
人
で

構
成
さ
れ
る
女

性
行
動
計
画
推
進
協
議
会
は
、「
男

女
平
等
の
意
識
づ
く
り
」
に
つ

い

て

検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

こ

れ
ま
で
の
討
議
の

経
過
報
告

と
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
す
。

※
保
育
手

話
通
訳
あ
０
（
要
予
約
）

固
女
性
セ
ン
タ

ー
（
ゆ
う
ま
つ
ど
）

容
6
4一（
Ｘ）７
７
只
‥）番

今
月
の
1
0
日
、
和
名
ケ
谷
ク

リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー
が
無
事
竣
エ

式
を
迎
え

る
こ
と
が
で

き
ま
し

た
。
建
設
に
当
た
っ
て

は
、
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
多

大
な
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
改
め
て
地
元
関
係
者
の

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と

存

じ

ま

す

。

平

成
３

售

１１（
月

か
ら

建
設

を

進

め
て

き

た

新

し
い

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
は

、

市

内
で

三

番

目

の

清

掃
工

場

に

な

り
ま

す

。

最

新

の

高

度
な

公

害

防
止

設
備

を

導

入
し

、
国

の

基

準
よ

り

も

厳

し
い

環

境
基

準

を

設
け

ま

し

た

。

煙突の頂上から 市内を臨む

地
上
四

階
地
下
三

階
建
て
の
工
場
に
は

一
〇
〇
ン
炉

が
三
基

設
置
さ
れ
、
一
日
に

三
〇
〇
ノ
の
燃
や
せ

る
ご
み

を
処
理
す
る

こ

と
が
で
き
ま
す
。

建
設
に
要
し
た
直

接
的
な
費
用
は
二
百

四
十
七
億
二
千
万

円

で
し
た
が
、
付
属
の

利
便
施
設
や
環
境
対

遺 児手 当を

支給しています

該当する人は申請を

対

象
・
：
市

内
に

居

住

し

、
父

母

の

一
方

ま

た

は
両

親

と

死

別
し

た

児

童

（
中

学

生

ま
で

）

を

扶

養
し

て
い
る
人
窺
在
受
給
中
の
人
は

手

続
き

不

要

〕

支
給
額
・
片
親
と
死
別
＝
月
額

五

千

五
百

円

、

両

親
と

死

別

‥
二

万

五
百

円

児

童

一
人

に
つ

き

（
８

月
・
1
2月
・
４

月
の

年
三

回

支

給
）

受
付

期

間
・・
・
随
時

（
申

請
の

翌

月

か
ら

支

給

）

策
整
備
費
等
も
含
め
る
と
、
お

お
よ
そ
四
百
五
十
億
円
に

も
な

り
ま
す
。
こ

れ
だ
け
多
大
な
経

費
を
要
す
る
清
掃
工
場
も
そ
の

寿
命
は
約
二
十
数
年
。
来
年
度

か
ら
は
、
昭
和
5
5年
に
建
設
さ

れ
た
六
実
の
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
、
そ
の
寿
命
を
延
ば
す
た

め
の
基
幹
整
備
を
行
う
予
定
で

す
し
、
そ
の

後
も
六
和
の

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
改
修
と
、
息

つ
く
暇
も
な
く
ご
み
処
理
施
設

を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら

ず
、
ご
み

処
理
に
要
す
る
費

用
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

減
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
市
の

ご
み
処
理
費
用

の

年
額
は
約
七
十
億
円
。
一
年

間
の
ご
み
の

総
量
は
お
お
よ
そ

十
四
万
七
千
ン
で
す
か
ら
、
一

申
請
方
法
・：
①
一
ヵ
月
以

内
に

発
行
さ
れ
た
世
帯
全
員
の
住
民
票

（
本
籍
等
す
べ
て

記
載
さ
れ
た
も

の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録
済
証
②

一
ヵ

月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
申
請

者
と
遺
児
記
載
の
戸
籍
謄
本
③
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局

を
除
く
）
の
表
紙
の
コ
ピ
ー
④
印

鑑
を
持
っ
て

援
護
課
へ

問
援
護
課
援
護
係

鷁
当
た
り
約
四
万
七
千
円
に

な

り
ま
す
。

ま
た
、
平
均
的
な
世
帯
が
一

年
間
に
出
す
ご
み
の
量
は
約
○

・
六
訪
で

す
の
で

、
一
世
帯
当
た

り
約
二
万

八
千
円
の
費
用
が
掛

か
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
清
掃
工
場
が
完
成

し
て

も
ご
み
問
題
が
解
決
す
る

わ
け
で
は
な
く
、
引
き
続
き
市

民
の

皆
さ
ん
に
ご
み

減
量
に

ご

協
力
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん

。
こ

れ
か
ら
も
ご
理

解
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て

、
市
内
で

も
一
際
目
立

つ

和
名
ケ
谷
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
の
煙
突
は
、
高
さ
百
二
十
五

气

県
内
で

一
番

高
い
煙
突
で

す
。
視
察
を
機
会
に
登
っ
て
み

年末年始の

事業資金を

融資します

年
末
の
資
金
を
融
資

ぺ 県 の 制 度 市 の 制 度

融資限度額
１中小企業者1,000万円以内

１組合　　　特00万円以内
100万円以内

融 資 利 率
①曷% 以内( 保証協会の保証付)

②2.3%以内( ①以外)

3.7％

(保証協会の保証付き)

融 資 期 間 ５ヵ月以内 ６力月以内

償 還 方 法 割賦償還または一括償還

申 込 期 限 12/28C本)まで

問い合わせ
松戸商工会議所

S64 ―3仰 番
商工課融資係

事　業　名 申 込 期 限 年

末
年

始の
中

小企
業
融
資

早期貸付

(乃O万円以内)

※年内融資を希

望する場合

12/ 5 (火噺 規・

有担保

12/ 8 廊

一般貸付

(750万円超)

11/22(水)

12月融資分

12/22R

１月融資分

一般貸付

(750万円超)

上記以外

笆月５日

る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
六
百

五
段
の
階
段
は
思
っ
た
よ
り
も

急
で

、
息
が
切
れ
、
筋
肉
も
パ

ン
パ
ン
に
張
り
足
が
上

が
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
を
痛
感
し
た

次
第
で

す
。

し
か
し

、
頂
上
か
ら
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、
そ
の

苦
労
に

見
合
う
だ
け
の
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
新
宿
副
都
心
の

高
層
ビ

ル
や
筑
波
山
、
東
京
湾
ま
で
が

く
っ
き
り
と
見
え
ま
し
た
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
も

、
ぜ
ひ
こ
の

眺
望
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い

、
早
速
機
会
を
設
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
詳
細
は

後
日

広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

。

松
戸
の
シ
ン

ボ
ル
タ
ワ
ー
と

も
言
え
る
こ
の
煙
突
を
こ
の
ま

※早期貸ｲ寸の限度額は平成 Ｚ年竹月

１日受 付分から 、500 万円万万O 万

円に引き上げら れました。

固商工 課融資係

ま
に
し
て
お
か
ず
、
有
効
に

利

用
し

た
い
と
思
い

、
そ
の
活
用

方
法
に
つ
い
て

思
い
を
巡
ら
し

て
い
た
と
こ

ろ
、
地
元
の
和
名

ケ
谷

中
、
第
一
中
、
第
五
中
学

校
の

生
徒
か
ら
種
々
の
ア
イ
デ

ア

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

も
ぜ
ひ

ざ

ん
新
な
ア
イ

デ
ア
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し
て

感
じ
て
い

る
こ
と
や
建
設
的

な

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い

（
1
0月
末
現
在
二
百
十
八

件
受
恒

。

ｐ

Ａ
Ｘ
（
6
6）
２
３
０
↓

番

新しく
なった

予防接種

上
手
に
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
⑤

前
回
は
、
予
診
票
の
送
付
方

法
に
つ
い
て
の
質
問
に
お
答
え

し

ま
し
た
。
今
回
は
接
種
間
隔

に
つ
い
て

お
答
え
し
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｔ
の
接
種
を
し
て
か

ら
、
一
週
間
で
ポ
リ
オ
は

受
け
ら
れ
ま
す
か
。
友
人

は
二
週
間
だ
と
言
う
の
で

す
が

予
防
接
種
の
ワ
ク
チ
ン
に
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｔ
・
日
本
脳
炎
な
ど
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
と
ポ
リ
オ
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ
・
麻
し
ん
（
は
し
か
）
な

ど
の
生
ワ

ク
チ
ン
が
あ
り
ま
す
。

接
種
す
る
時
は
、
そ
の
効
果

と
安
全
性
の
た
め
一
定
の
間
隔

を
あ
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
、
こ

の
間
隔
が

不
活
化
ワ

ク
チ
ン
は
二
週

間
か

ら
一
週
間
に

、
生
ワ
ク
チ
ン
は

一
ヵ
月
か
ら
四
週
間
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
低
の
期
間
で
す

の
で
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｐ
Ｔ
の
一
回
目
の
接
種

を
し
ま
し
た
が
、
二
回
目

は
ど
の
位
の
期
間
を
あ
け

た
ら
接
種
で
き
ま
す
か

Ｄ
Ｐ
Ｔ
は

、
三
～
八
週
間
の

間
隔
で
三
回
受
け
ま
す
。

Ｄ
Ｐ
Ｔ
の
ほ
か
に

も
、
一
定

の
間
隔
を
あ
け
て
何
回
か
接
種

す
る
も
の

が
あ
０

ま
す
。
日
本

鵞ｲ呆健衛 生課

脳
炎
は

、
一
～
四
週

間
の
間
隔

で
二
回

、
ポ
リ

オ
は
六
週
間
以

上
あ
け
て
二
回
接
種
し
ま
す
。

こ
の
同
じ
種
類
の
予
防
接
種

ど
う
し
の
間
隔
と
、
他
の
ワ

ク

チ
ン

を
接
種
す
る
場
合
の
間
隔

と
は
違
い
ま
す
の
で

、
間
導

兄

な
い
よ

う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

明
日
ポ
リ
オ
に
行
き
た
い

の
で
す
が
、
突
発
性
発
疹

が
治
っ
た
ば
か
り
で
す
。

受
け
ら
れ
ま
す
か

せ

っ
か

く

予

防
接

種
を

受

け

て

も

、

病
気

に

よ

っ
て

は

一

定

の

期

間
を

あ

け

な
け

れ

ば

、

免

疫

を

作
る
こ

と

の
妨

げ
に

な

る

も

の

が

あ
り

ま

す

。
そ

の

た

め

に

十
分

な

間

隔

を

あ
け

て

接

種

す

る
こ

と

に

な
０

ま
す

。

麻
し

ん
（
は
し

か
）
、
風

し

ん

、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
水
痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）
、
突
発
性
発
疹
、
手
足

口

病

、
り

ん

ご

病
な

ど
の

ウ

イ

ル

ス

性
の

病

気

は

、
か

か

っ
て

か

ら

最
低

一
ヵ

月

あ
け

て

受

け

て

く
だ

さ

い

。

Ｄ

Ｐ

Ｔ

は

、

八
週

間

の

間

隔

て

三

回
受

け

ま

す

。

婦
人
青
少
年
部
長
と
し
て
、
都
の

最
初
の
婦
人
行
動
計
画
策
定
に
携
わ
る
．

平
成
３
年
か
ら
７
年
５

月
ま
で
、
東
京

都
の
副
知
事

金
平
　
輝
子
さ
ん

まつど



●一般会計 （　 ）内 は平 成６ 年 度 の 繰越 分 で す 。 〈歳 入 〉

科　　　目 予算 現額 構成比％ ４～９月収入済額 収入率％
市　　　　　　　税 656億円 62.2 337億ｱ,871万8千円 51.5

地　方　譲　与　税 27億4,000万円 2,6 6億9,664:万4千円 25.4
利 子 割 交 付 金 18億円 1.7 6億ｱ,060万7千円 37.3
ゴルフ場利用税交付金 1,700万円 0.0 695万1千円 40.9
特別地方消費税交付金 1.200:万円 0.0 O円 0.0
自動車取得税交付金 10億円 0.9 3億8,193万1千円 38.2
地　方　交　付　税 2億円 0.2 O円 0.01

交通安全対策特別交付金 7,000万円 0.1 4,591万3千円 65.6
分担金及び 負担金 14億1,342万5干円 1.3 5億9,625万6千円 42.2
使用料及び 手数料 24億2,016万5千円 2.3 13億2,921万4千円 54.9
国　庫　支　出　金 75億4,542万2千円 Z.2 17億8,512万9千円 23.7

県　　支　　出　　金 27億9,766万2干円 2,7 6億2,031万1千円 22.2
財　　産　　収　　入 2億8,619万6干円 0.3 1億3,083万3千円 45.7
寄　　　附　　　金 3億1,800万1千円 0.3 3億2,607万3千円 102.5

繰　　　入　　　金 36億1,824万円 3.4 0円 0.0

繰　　　越　　　金 (8,792万1千円)2億3.278万3千円 0.2 (8,792万1千円)33億5,661万9千円
(100.0)1,442.0

諸　　　収　　　入 25億5,469万4千円 2.4 3億3,382万5千円 13.1
市　　　　　　　　債 128億2,630万円 12.2 O円 0.0

合　　　　計
(8,792万1干円)

1,054億5,188万8千円 100.0 (8,792
万1千円)

440億5,902万4千円
(100.0)

41.8

●特別会計 （　 ）内 は 平 成 ６ 年 度 の繰 越 分 で す 。

〈歳 出 〉

科　　目 予算 現 額 構成比％ ４～９月支出済額 執行率％

議　　会　　 費 8億8,394万2千円 0.8 4億955万7千円 46.3

総　　務　　 費 123億4,835万Z千円 11 .7 48億8,590万6千円 39.6

民　　 生　　費 185億3,031万9千円 17.6 80僮4,486万円 43.4

衛　　 生　　費 181億4,132万1千円 17.2 Z7億8,061万2千円 42.9

労　　 働　　費 4,753万6千円 0,1 2,251万2千円 47.4

農 林 水 産業 費 4億1.510万2千円 0.4 2億4,274万6千円 58.S
商　　 工　　 費 17僮2,187万2千円 1.6 10億5,740万3千円 61.4

土　　木　　費
(8,713万7千円)

199億5,659万6千円 18.9
(6,214万円)

61億7,888万ｱ千円
(ｱ1.3)
31.0

消　　 防　　 費 50億5,461万円 4.8 21億8,890万円 43.3

教　　 育　　 費
(78万4千円)

155億9,564万4千円
14.8

(O円)
55億7,655万4千円

(0.0)
35.8

災 害 復| 日 費 1千円 0.0 O円 0.0

公　　 債　　 費 123億6,544万1千円 11 .7 39億　856万3千円 31.6

諸　支　出　 金 1億3,948万6千円 0.1 0円 0.0

予　　 備　　 費 2億5,166万1千円 0.3 - -

合　　　　計
(8,792万1千円)

1,054億5,188万8千円 100.0
(6,214万円)

402億9.650万円
(ｱ0.7)
38.2

会 計 名 予算現額
４～９月末

収入済額

収入率
％

４～９月末

支出済額

執行率
％

国民健康保険特別会計 186億3,227万1千円 6∠1億6,666万円 34.7 68億2,876万9千円 36.7

松戸競輪特別会計 91億6,689万8千円 72億7,926万2千円 79.4 63億4,869万4千円 69.3

下水道事業特別会計
(3億5,593万5千円)

166億6,688万8千円

(8,917万1千円)

30億6,760万5千円

(25.1)

18.4

(2億1.058万8千円)

45億9,788万5千円

(59.2)

27.6
公設地方卸売市場特別会

計

4億6,124:万2千円 1億9,231万5干円 41.7 2億2.341万,5千円 48.4
老人保健事業特別会計 159億5,100万6千円 69億2,418万9千円 43.4 64億3.365万5千円 40.3
駐車揚事業特別会計 3億6,850万8千円 9,439万8千円 25.6 1億5,384万円 41.7

合　　　計
(3億5,593万5千円)

612億4,681万3千円

(8,917万1千円)

240億2,442万9千円
(25.1)
39.2

(2億1,058:万8千円)

245億8,625万8千円

(59.2)

40.1

●企業会計

区　　　 分 予算現額
４～ ９ 月 末

収入支出済額

収入・

執行率％

水道

事業

収益的収入 17億ｱ,381万5干円 7億　669万8千円 39.8
収益的支出 19億;4,663万7干円 ｱ億2,380万3千円 37.2
資本的収入 10億6,886万6干円 9,424万1干円 8.8

資本的支出 11億9,316万8千円 3億3,750万8千円 28.3

病院

事業

収益的収入 164億7,180万円 80億9,792万6千円 49.2
収益的支出 164億ｱ,180万円 78億2,806万2干円 47.5
資本的収入 6億1,120万6千円 5,641万7千円 9.2

資本的支出 9億7,236万3干円 4億8,186万2千円 49.6
※収入額が支出額 に不足する 額は、内部留保資金で裲てんし ます。

●地方債の現在高

学校や道路・河川・公園などの建設には、多額の経

費が必要です。これらは通常、市民の皆さんに負担し

ていただいている市税、国や県からの補助金など、そ

の年度内の収入で賄われますが、事業の効果が後世に

も及ぶため、将来の市民にもその負担をしていただく

八
百

五
十
六
万
三
千
二
百
六
十
八

円

を
考
慮
す
る
と
、
職
員
一
人
ひ

と
り
が
現
況
を
直
視
し
経
営
改
善

に
努
力
し
た
結
果
で
あ

り
、
そ
の

実
績
は
高
く
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。東

松
戸
病
院
は
収
益
的
収
支
の

上
で
は
、
七
千
三
百
六
卜
万

二
千

六
百
八
十
四
円
の
純
利
益
を
計
上

し

た
と
は
い
え
、
医
業
収
益
に
お

い
て

は
患
者
一
人
一
日
当
た
り

一

万
二
千
七
百
二
十
一
円
も
の
費
用

超
過
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
梨
香
苑
に
お
い
て

も
、

利
用
者
一
人
一
日
当
た

り
で
は
、

六
千
六
百
五
十
八
円
も
の
超
過
費

用
と
な
っ
て
い
る
。

市

立
病
院
の

経
営
状
況
に
つ
い

て
は

例
年
指
摘
し
て

き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
種
々

努
力
の
あ
と
は
認

め
ら
れ
る
が
、
当
年
度
も
純
損
失

の
計
上
に
み

ら
れ
る
よ
う
に

、
依

然
と
し
て

厳
し
い
状
況
に

あ
り

、

今
後
な
お
一
層
の
経
営
改
善
を
望

む
も
の
で

あ
る
。

病
院
事
業
全
体
と
し
て
は
、
い

ず
れ
に
し
て

も
一
般
会
計
か
ら
の

負
担
金
に
鉋
う
と
こ
ろ

が
大
き
く
、

経
費
の
節
減
を
図
る
こ

と
は
今
更

言
う
ま
で
も

な
い
が
、
採
算
部
門

と
不
採
算
部
門
を
明
確
に
し
て

、

生
産
性
の
向
上
に
向
け
て
、
経
営

基
盤
の
安
定
と
健
全
財
政
を
確
保

す

べ
く
一
層
の

奮
起
が
必
要
で

あ

ろ
う
。

今
後
の
運
営
に
当
た

っ
て
は

、

市
立
病
阮
と
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー

は
、
役
割
を
認
識
し
、
十
分

連
携

を
図
っ
て
、
公

営
企
業
の
原
則
に

の
っ
と
り
、
効
率
的
な
業
務
運
営

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の

保
健
と
福
祉
の
支
え
と
し
て
の

包

括
的
医
療
体
制
の
整
備
充
実
を
図

り
、
健
全
で
信
頼
さ
れ
る
病
院
事

業
の

運
営
を
展
開
さ
れ
る
よ

う
、

な
お
一
層
の
努
力
を
要
望
す
る
。

蠢
監
査
委
員
事
務
局
監
査
課

今年度は、第５次総合５か年計画「ゆとり・豊かさ・ヒューマンシティー

まつど55」の２年次です。計画に盛り込まれた諸施策の達成を目指して、歳

入の確保と歳出の効率的な執行に努めています。

一般会計は、当初1,045億5,000万円の予算でしたが、６月と９月に補正

を行い予算現額は、1,054 億5.188 万８千円となりました。執行状況は、歳

入が41.896、歳出が38.296です。特別会計の当初予算額の合計は603億2,237

万８千円でしたが、９月に下水道事業・老人保健事業の補正を行ったので、

予算現額は612 億4,681 万３千円となり、執行状況は歳入が39.296、歳出が

40.196です。また、企業会計は、収益的収入と資本的収入の合計が199 億2，

568万7千円、収益的支出と資本的支出の合計が205 億8.396万8干円で、執行

状況は歳入が44.996、歳出が45.596です。

●市有財産の現在高

松戸市の家計簿を紹介します！
一財政事情の公表一

● 一 般 会 計

地方公共団体の財政力を示す財政力指数は1.019で、前年度(平

成５年度)の1.024 を0.005 下回りまし 。 また、財政構造の弾力

性を示す経常収支比率は90.4%で、前年度に比べ93ポイント上

回り、公債費比率3.8％と前年度を1.2ポイント上回りました、

公債費比率

市税などの一般財源が、公債

費（市債（国や銀行などから借り

ている資金）の返済に当てている

費用）に、どれだけの割合で充

当されているかを示す指標です。

利子割交付金

利子所得に対する税金の一部

が市に交付されるもの

県支出金

国・県支出金

国や県が地方公共団体に交

付する負担金、補助金、委託

金

使用 料 及 び手 数料

23億2,746 万7,950 円(2.0 ％)

市の 財産を 使用し た人 や，特定の サ

ービ スを 受けた人から受け た対価

地方 譲 与 税

27億2,902 万6,000 円(2.4 ％)

国税として徴収した租税を地方公

共団体に譲与されてもの

財政力指数

地方公共団体の財政力の強弱を示

す指標です。

1に近く1を超えるほど財源に余

裕があり、財政が豊かであるといわ

れています。

分 担 金 及び 負 担 金

13億6,595 万6,573 円(1.2 ％)

法や条例に基づき，利益を

受ける者から費用の一部を

負担し てもらうもの

諸収入

税の延滞金、競輪事業収入、雑費など

繰越金

前年度から受け入れたお金

下水道の普及率は54.6

3%

生活環境の工場のため、努

力を続けます。

北部と南部の2つの市場

で皆さんの食卓へ青果

・鮮魚等をお届けします。

松戸駅西口地下駐車場

のことです

市内の水道は、県営

のものと市営のもの
があります。これは
市営についてです。

市立病院と福祉医療
センター東松戸病院

を合わせた収支です

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するため

の指標です。人件費や物件費など経

常的にかかる経費に、市税や、地方譲

与税なとを中心とする経常的な収人

である一般財源が、どれだけの割合

で充当されてているかを表します。お

おむね70～80%の間に分布します。

６年度は減税か行われたため、数

値が上がっています。今後も。経営経費の抑制に努めて

いき ます、

自 動 車 取 得 税交 付 金

10億5.574 万9.000 円(0.9%)

自動車の取得に対する税金

のうち、市内の道路の延長

・面積に応じて交付される

もの

平成６年度決算の概要と、平成７年度上半期( ４

月～９月) の予算の執行状況をお知らせします。

市では毎年６月と11月の2 回、広報紙上で皆さん

の家庭の家計簿にあたる市の財政状況を公表してい

ます。これは、皆さんからお預かりした税金、国や

県からの支出金、市債など(歳入)が、どのように使

われたか(歳出)を知っていただくものです。

市の財政状況にご理解をいただき、引き続き市政

へのご協力をお願いします。

圃財政課

平成６年度決算
平成６年度の決算額は，一般会計で歳入が1.141 億6,659 万654 円，歳

出が1,107 億2,205 万1,339 円です。平成５年度と比較すると歳入は７．２

％，歳出は6.9% の減少。特別会計の合計は歳入が617 億5,097 万5,989

円，歳出が599 億2.574 万3,831 円で，歳入1.2％，歳出は1.596の増加。

企業会計は収益的収入と資本的収入の合計で190 億3,822 万9,074 円，収

益的支出と資本的支出の合計で198 億7.272 万4,670 円。収入は6.2%.

支出は6.8% の減少となりました。

平成６年度は，長寿社会・文化・生活空間を主なテーマとする第５次総

合５か年計画のスタートの年でした。皆さんのご協力をいただき，一般会

計・特別会計および企業会計ともに，計画に盛り込まれた諸施策を達成す

ることができました。

松戸競輪事業で得られた収

益金は一般会計に繰り入れ

て、使用しています。

区分 金 額

民生費 1億円

土木費 漣6,600万円

教育費 1億円

合　計 ｱ億6,600:万円

収益的収支は経常的な

収入と支出。資本的収

支は建物や備品などの

整備にかかる収入と支

出です。

平成７年

３月31日現在

住民基本台帳

455,103人

172,769世帯

面積61.33k ㎡

●平成６年度に行った主な事業

会 計 名 予算 現額 収 入 済額 支出 済額

国民健康保険特別会計 翊 億5,519万9,000円 182億3,032万7,296円 1ｧ8 億3,ｧｧ1万3,433 円

松 戸 競輪 特別 会 計 105億2,900万9,000円 句9億4,956万7,564円103R,  898万7,356円

下水道事業特別会計 181億1,325:万1,500円 179億4,166:万　叨 円 慴 億7,388万3,893円

公設地方卸売市場事業特別

会計

4億6,215万ｱ,000円 4億9,540万1,148円 4億3,882万2,328円

老人保健事業特別会計 140億　3Z4万4,000円137億4,591万ｱ,758円137億177 万3,932円

駐車場事業特別会計 3劒,401万4,000円 3億.8,810:万1,250円 3億7,456万2,889円

合　　　 計 睨 億:4,737万4,500円 617億5,097万5,989円 5弱億2,574万3,831円

● 企 業 会 計

公営企業に対しての会計です。企業会計については監査委員の決

算審査意見書が提出されています(５ページに概要を紹介)。

区　　分 予算現額 決 算 額

水道

事業

収益的収入 16億3,725 万7,〔X〕O円り6 億1,484万9,3041円

収益的支出 IZ刪,040万6,000円 16億6,659万5,080円

資本的収入 8億ｱ,242万5,000円 8億5,889万3,170円

資本的支出 11億5,622万5,567円 11億889 万7,114円

病院

事業

収益的収入 福 億4,567万円 慴黼,ｱｱ4万2,056円

収益的支出 165億4,567万円 幄 億3,750万4,謌円

資本的収入 3億7,018万2,000円 3億7,674万4,544円

資本的支出 8億7,446万円 8億15,972万8,230円

※収入額が支出 額に不足 する額は､内 部留保資金で補てんします。

● 市 民 負 担 の 状 況

ごみの収集や福祉など、市民の皆さん

からの要望は広範多岐にわたっています。

これらの要望にこたえるためには、多

くの経費（行政経費）が必要で、皆さんに

負担していただく税金（市税負担額）を

はじめ、国からの補助金や市債で賄われ

ています。

平成６年度の決算から計算すると、市

税負担額に対して行政経費は1.74倍にな

っています。

● 市税負担額と行政経費 ●

市民1 人当たりが納めた市税

13 万9 ，684 円

(１世帯当たり36万7,950円)

市民１人当たりに使った費用

24 万3 ，290 円

(１世帯当たり64万868円)

ほうが税負担の公平を図ることができるので、市では

市債を発行し、国や銀行などから資金を借りて事業を

進めています。今後も将来の財政負担を十分に考慮し

ながら、適正に地方債を活用していきます。

監
査
委
員
は
予
算
の

執
行
に
つ

い
て

、
目
的
に
従
っ
て

事
務
が
効

果
的
、
経
済
的
・
合
法

的
に
執
行

さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
決
算
審

査
を
行
い

、
そ
の
結
果
を
審
査
意

見
書
と
し
て
市
長
に
提
出
し
て
い

ま
す
。

今
回
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を

積
極
的
に
提
供
す
る
た
め

、
審
査

意
見
書
の
内
容
を
市
民
の

皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
企
業
会

計
の
意
見
書
の
要
旨

（
抜
粋
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
ず
。

松
戸
市
水
道

事
業
会
計

平
成
６

年
度
水
道
事
業
会
計
の

収
益
的
収
支
の
状
況

は
、
六
千
二

百
三
十
万
八
千
九
百

十
八
円
の
純

損
失
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

事
業
費
用

が
前
年
度
と
比
較
し
一

二
・
四
六
％

増
の
十
六
億
三
千
七

百
八
十
七
万
四
千
百

五
十
六
円
に

対
し
、
事
業
収
益
が
九
・
四
九
％

増
の
十
五
億
七
千
五
百
五
十
六
万

五
千
二
百
三
十
八
円
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

ま
た
、
供
給
単
価
と
給
水
原
価

と
の
関
係
を
み
る
と
、
有
収
水
量

一
立
方
μ

当
た
り
十
九
円
十
銭
の

費
用
超
過
と
な

っ
て
い

る
。

収
益
面
か
ら
み
る
と
、
利
用
者

の
節
水
や
近
年
の
景
気
の
低
迷
等

に
よ
り
、
社
会
的
、
自
然
的
減
少

か
ら
・
み
て

も
給
水
収
益
の
大
幅
な

伸

び
は
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ

り
、
今
後
の
水
道
事
業
の
経
営
環

境
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
と
思

わ
れ
る
。

今
後
は
、
総
体
的
な
業
務
の
見

回
し
に
努
め
て
経
費
の
節
減
と
事

務
の
合
理
化
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、
収
支
の
動
向
に
十
分
留

意
し
、
昭
和
6
1年
度
改
定
の
現
行

料
金
体
系
等
の
見
直
し
も
検
討
し

て
水
道
事
業
の
健
全
経
営
を
推
進

し

、
も
っ
て
市
民
に
安
定
し
た
水

の

供
給
を
図
り
公
営
企
業
と
し
て

の

使
命
を
果
た
す
よ
う
、
な
お
一

層
の
努
力
を
期
待
す
る
。

松
戸
市
病
院

事
業
会
計

市
立
病
院
に
お
い
て

は
、
東
葛

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
て

お
り
、
ま
す
ま
す
増
大

か
つ
複
雑
多
様
化
す
る
医

療
需
要

に
対
処
す
る
た
め

、
医
師
、
看
護

婦
、医

療
技
術
者
の
確
保
に
努
め
、

各
種
高
度
医
療
器
械
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
院
外
処
方
等
の
実
施

に
よ
り
住
民
福
祉
を
第
一
と
し
た

診
療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

き
た

こ

と
は

高
く
評

価

す
る

も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
平
成
５

年
1
0月
か

ら
業
務
を
開
始
し
た
福
祉
医
療
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て

は
、
二
十
一
世

紀
の
高
齢
化

社
会
に
備
え
た
保
健

・
医
療
・
福
祉
を
連
携
さ
せ
た
包
括

的
医
療
施
設
で
更
に
充
実
を
図
る

た
め
新
た
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
こ
と
は
、
今
後

の
医
療
活
動
等
の
動
向
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
経
営
面
で
は
、
市
立
病

院
に
お
い
て
は

、
単
年
度
収
支
で

一
億
四
千
五
万
七
千
五
百
十
一
円

の
純
損
失
を
計
上
し
、
累

積
欠
損

金
は
十
一
億
七
千
二
百
七
十
九
万

八
千
四
百
四
十
三
円
と
な
っ
て
い

る
が
、
前
年
度
純
損
失
四
億
九
千

平 成 ７ 年 度

上 半 期(4 ……1~930)予算執行状況

１ 基 金

財政調整基金 … …… …… ……57 億3,6印万8干円

国民年金印紙購入基金 … … ……… ………850 万円

土地開発基金 …… …… … ……… … ………48 億円

学童災害共済基金 …… … …… ……2,.176万9干円

松本清奨学基金 … …… …… …… … …5,000 万円

高額療養費貸付基金 …… …… …… ……1,50〔〕万円

国民健康保険事業財政調整基金 … …8 億2,00()万円

福祉基金 …… …… …… … …………1 億609万3干円

美術品等取得基金 …… … …… ……4 億1,000万円

白井聖地公園基金 …… …… … ……4,675 万4干円

文化施設建設基金 …… …… ……1 億2,288万4千円

市債管理基金 ……… … …… ………7 億2,500万円

平和基金 …… ……… … …… …… …… … …1 億円

２　有価証券及び出資による権利22 億6,226万3干円

３　土地及び建物

土　地 …･2.929,868.15m'　 うち土地開発基金

建　物 … ……855,085.41 m'(　　12,544.24m･)

4　 車　両 …･ 総台数427 台

企
業
会
計
に
関
す
る

決
算
審
査
意
見
書
の
概
要

特別会計
国民健康保険や下水道など、特定の事業を行う場合に、その収入をその支出に充て

るために、一般会計とは別にされた会計です。

■衛生費　ごみ対策や保健衛生の充実など

和名 ヶ 谷クリ ーン セ ンタ ー建 設 に … …… …… ……103 億5,606 万4,353 円

事 業系 廃棄 物対 策 に … ……… … …… …… …… …… ……1,184 万5,000 円

成人 ・高 齢者 の健康 管 理 に関 する こ と に …… ………4 億3,346 万2,812 円

在 宅ケ ア の推 進に 関する こと に …… …… …… …… ……3,998 万7,684 円

高齢者 へ の日 常生 活用 具 の給 付に… …… …… … … … ……355 万1,030 円

■土木費　道路・河川・公園の整備など

21世紀 の 森と 広場(自然観察舎等)の建設･ 運 営 に …13 億2,712 万2,289 円

河川 の整 備に … …… …… …… …… …… … …… ……4 億7,871 万9,548 円

都市 計画 道路 建設 に …… …… …… …… … …… ……23 億4,021 万8,532 円

■民生費　社会福祉や児童福祉の充実など

福祉 公 社開 設 に …… …… …… …… …… … ………1 億8,466 万9,889 円

在宅介 護支援 センタ ー開 設|こ …… …… …… … …… ……3,30‘1万3,440 円

高齢 者 ・障 害者 への 住宅 増改 築資 金 貸し 付 けに………1,678 万6,000 円

身 体 障 害者療 護 施設 建設 への 負担 金 … …… …… …… … ……6,00【】万 円

地 域ぐ る み福 祉ネット ワ ーク 事業 への 補助 金 …… ……6,032 万3,939 円

■教育費　教育・文化・スポーツの充実など

運 動公 園陸 上競 技場 改修 に … …… …… …… … ……3 億4,931 万4,689 円

和名ヶ 谷クリ ーン セン タ ー利 卻施 設 建設 に … ……15 億i4,296万2,274 円

博 物館 特別 展等 開 催のた め に …… …… …… … …… ……3,109 万3,824 円

中 学校 の屋 内体育 館 改 築と 給食 施 設の建 設 に ……26億8,271 万4,310 円

■総務費　広報誌の発行や庁内の事務管理など

女 性セ ンタ ー の改修 と 運営 に … …… …… … …… ………6,703 万3.795 円

自 転車 放置 対 策に …… …… …… … …… …… …… …3 億2,167 万ｱ.868 円

■消防費　消防・防災対策など

( 仮称) 八ヶ 崎 消防 署の 調査 ・ 設計 に …… …… …… ……1,493 万5.000 円

消防 車両な ど の整 備に … …… …… …… … …… …… ……5,115 万2,890 円

■商工費　商店街の充実・事業の振興のため

中 小 企業 資金 融資 預託 金 に …… … …… …… …… …… …… … ……8 億円

中 小 企業 融資 資金 利子 補 給に …… …… …… …… …1 億1,898 万1,248 円



難

病

相

談

（
在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い

）

幵一
月
2
9日
困
午
後
１
時
～
４

時

会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎
　
対
象
神

経
系
難
病
　
内
容
心
身
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
法
ほ
か

圃
1
1
1
1

月
2
8日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で

松
戸
保
健
所
予
防
課
登
6
1・
2
1

2
1
番
へ

環

境

シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム

「
集

ま

ろ

う
　

ち

ば

の

な

か

ま
」

1
2月
３
日
㈲
午
前
1
0時
～

午
後

４
時
　

会
場
千
葉
県
立
衛
生
短
期

大
学
　

内
容
環
境
学
習
・
分
科
会
・

記

念

対
談
な

ど
　

定

員
三
百

人

費
用
無
料

茴
千
葉
県
環
境
財
団
企
画

調
査
室

｛
航
一
・
2
2
4
・
2
6
9
1

番

視
覚
障
害
者
の
働
く
問
題
情
　
年
末
調
整
説
明
会

報

交

換

会

1
1
1
1

月
2
6
日

収

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会
場

船

橋

市

女
性

セ
ン

タ

１－

（
昔
０

４

７
４

・
2
3
・
０

７
［
Ｄ

７

番

］
　

内

容

治

療

院

お
よ

び

病

院
勤

務
者
の

現

状
と

課
題
示

務
系

で

働

く

視

覚
障

害

者
の

現

状

と

課

題
ほ

か
　

費

用

千
円

（
昼

食

代

）

里

当
日

会

場

で

閲

千

葉

県
中

途

視

覚

障
害

者

連
絡

ふ
二
・

金
子

登
０

４

７

４

・
6
5
・
叭
）

６

９

７

番

日　　時 会　　　　　場

11/27(1月)午
後
１
時
30
分
Ｓ
４
時

鎌ケ谷市総合福祉

保健センター

28(火) 流山市文化会館

29圉 松戸市民会館

※資料は午後１時から各会場でお配りし

ます。

自動車での来場はご遠慮ください。

醴
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部

門
昔
6
3・
1
1
7
1

番

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

年

忘

れ

芸

能

発

表

会

1
2月
３

日

収
午

前
９

時
1
0分

～
午
後
４
時
　

会
場
小
金
原
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
無
料

固
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
容

4
4・
只
）（
／
）７
０

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

高

学

年

例

会1
2月
８
日
金
午
後
ら
時
3
0分
開

演
　
会
場
市
民
劇
場
　

費
用
三
千

五
百
円
　
内
容
カ
ン
ジ
ヤ
マ

ーマ

イ

ム
公

演
「
黙
れ
パ
ン
ト
マ
イ
ム
」

固

藤
田
昔
4
7・
4
4
4
6

番

催
し

物

さ

わ

や

か

ク

ル

ー

ズ

ー
フ

レ

ン

ド

リ

ー

1
2 月
３

日

収

午

前
1
0
時
～

午

後

２

時
3
0
分

（
午

前
９

時
1
5
分

受

け

付

け

）
　
　
会

場

県

立

流
山

青
年

の

家
　

内
容

今

年

度

の

「
さ

わ

や

か

（

Ｉ
Ｉ
ト

ち

ば
ク
ル

ー

ズ
セ

ミ

ナ

ー

（
中

華

人

民

共
和

国

訪

問

）
」
の

参

加

者

と
の

交

流

会
　

対

象

高
校

生

以

上
　

費
用

五

百

円
　

定

員
百

人

※

Ｊ
Ｒ

武

蔵
野

線

南

流

山

駅

♀

前
９

時
3
0
分
・
午

後
３

時
1
5
言

と

東

武

野
田

線

豊

四

季

駅

♀

前
９

時

・
午

後

２

時
4
5
分

）

か

ら

送
迎

バ
ス

が

あ

り

ま
す

。

圃

忖
一
月
3
0
日

團

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・

年

齢

・
電

話

番

号

・

送
迎

バ

ス

利

用

の

有

無

（
例

＝

あ

り

、
南

流

山

駅

か
ら

）
、
「
さ

わ

や

か
フ

レ

ン

ド

リ

ー

希
望

」

と

記

入
し

て

、
〒
2
7
0
－
0
1

流
山

市

中

コ

○

県

立
流

山

青

年
の

家

（
容

０
４

７

１

・
5
9
・

り乙
０

０

４

番

）

へ親

子

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

1
2
月

９

日

出

～
1
0

日

㈲

〔

一

泊

二

日

〕
　
　

会

場

県

立

流

山

青

年

の

家
　

内

容

七

宝

焼

（

ま

た

は

、

い

ろ

い

ろ

な

工

作

教

室

）
・
ウ

ォ

ー

ク

ラ

リ

ー

大

会

ほ

か
　

対

象

小

学

校

一

年

生

以

上

の

親

子
　

定

員

先

着

十

五

組

（
四

十

人

）
　

費

用

三

千

円圃

電

話

で

県

立

流

山

青

年

の

家

昔

Ｏ

λｑ
７゙

１

・
5
9

・

９【
】０

０

４

番

へ

野

鳥

観

察

会

（

流

山

）

‥
1
1
1
1

月
2
6
日

収

午

前
８

時

松

戸
駅

東
ロ

デ
ッ

キ

上

集
合

・

午

後
１

時

解

散

（
雨
天

中

止

）
　
　
持

ち

物

筆

記

・

観
察

用

具

、
昼

食

、

交

通
費

費
用

無
料

固

聯

ま
つ

ど

街

と

水
辺

の

緑

化

基

金

登
4
5
・
9
8
4
6

番

障

害

者

（

児

）

と

共

に

フ

レ

ン

ド

リ

ー

・

シ

ア

タ

ー

を

観

ま

せ

ん

か

1
2月

８

日

脂
・
９

日

出

、
午

後
２

時

開

演
　

会

場
野

田

市

文

化

会
館

内

容
ミ

ュ

ー
ジ
カ

ル

「
虫

た
ち

の

フ

ァ
ン

タ

ジ

ー
」
（
劇

団

野

ば
ら

）

費
用

無
料

（
整
理

券
あ

り

）

※
公

演
の

た

め
の

募
金

活

勣
に

ご

協

力
く

だ

さ
い

。

固

障

害

者
児

と
共

に

ミ

ュ

ー

ジ
カ

ル

を

観
る

実

行

委

員
会

・

山

口

昔

4
5・
４
［
Ｄ
７
３

番

松

戸

市

民

吹

奏

楽

団

定

期

演

奏

会1
2月
３

日

㈲
午

後
２

時

開
演

会
場

市
民

会

館
　

内

容
エ
ス

パ

ナ

ー
コ
ッ
ペ
リ
ア
ほ
か
　

費
用
無

料鬩
伊
藤
登
茹
・
5
1
9
6

番
（
夜

間
の
み
）

聖

徳

祭

「

優

・
Ｙ

Ｏ

Ｕ

・
友

」

１１
‥
1
1
月
2
5
日

出

・
2
6
日

㈲

、

午

前

1
0時

～

午
後
４

時
　

会

場

聖

徳

大

学

・

聖
徳

大

学

短

期
大

学

部
　

内

容

野

菜
即

売

会

・
フ

リ

ー
マ

ー

ケ

ッ

ト

・
短

大

創

立
三

十
周

年

記

念

展

・

演
劇

・
ダ

ン
ス

ほ

か

※

車
で

の

来

場

は

ご

遠
慮

く

だ

さ

い

。

醫

聖

徳

祭
実

行

委

員

会

容
6
5
・
1

1
1
1

番

外

国

人

と

の

交

流

会

（
松

戸

市

国

際

交

流

協

会

主

催

）

1
2月
９
日
出
午
後
１
時
～
３

時

3
0分
　

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1・
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
　

内
容
外
国

人
と
一
緒
に
日
本
や

外
国
の
伝
統

芸
能
を
楽
し
ん
だ
り
、
語
り
合
う

交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
　

費
用
前
売
券

千
円
（
協
会
会
員
）・
二
千
円

二

般
）
、
当
日
券
三
千
円
（
外
国
人
と

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
無
料
）

※
当
日
交

流
会
を
手
伝
っ
て

く
れ

る
人
も
募
集
中

里
参
加
費
を
直
接
ま
た
は
現
金
書

留
で

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
松
戸
市

役
所
内
川
松
戸
市
国

際
交
流
協
会
へ
（
1
2月
１
日
到
着

分
ま
で

が
前
売
り
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可

松

戸

史

談

会

「
市

川

国

府

台

周

辺

の

史

跡

め

ぐ

り

」

1
2月
３
日
収
午
後
１

時
、
京
成

バ
ス
（
松
戸
駅
西
口
発
市
川
駅
行

言

国

立
祠

院
前

停
留

所
集

合

コ
ー
ス
総
寧
寺
－

里
見
公

園
－

弘

法
寺
－

手
古
奈
堂
－

市
川
関
所
跡

な
ど

徒

歩
五
諺
・
約
三
時
間
）

費
用
三
百
円

圃
当
日
集
合
場
所
で
（
雨
天

中
古

嚮
神
尾
登
4
1・
2
4
5
8

番

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

社

会

福

祉

施

設

等

合

同

求

人

説

明

会

1
2月
1
7
日

㈲
午

後
ｏ

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
千
葉
商
工

会

議
所
　
内
容
社
会
福
祉
施
設
等
へ

就
職
を
希
望
す
る
人

を
対
象
と
し

た
説
明

会

圃
直
接
会
場
で

鬩
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

人
材
セ
ン
タ

ー
（
登
0
4
3
・
2
4
8
・
1

2
9
4

哲

行　　事　　名 日　　　時 講　　　師 対象 費 用

園芸教室

｢観葉植物の冬の管理｣

12/ 6 (水)

午後１時30分～３時

みどりの相談員

小林　鶴太郎氏

先着

20人

無料
園芸教室

｢シクラメンとプリムラ｣

12/10(日)

午後１時30分～３時

みどり の相談員

渡辺　重吉郎氏

先着

20人

森のクラフト 教室

｢お正月飾り｣

12/161土)

午後１時～３時

フラワー

デザイナー

山中　琴江氏

先着

24人

みどりの講習会

｢クリスマスリースを

作ろう｣

12/17(日）

午後１時30分～

３時30分

園芸研究家

丸尾　三恵子氏

先着

24人

材料費

1,000

円

みどりの講習会

｢雑木盆栽の仕立て方｣

12/23R

午後１時30分～

３時30分

日本盆栽協会

松戸支部

真喧　誠一氏

先着

24人
無料

保
健
・
衛
生

ポ
リ

オ
（
急
性
灰

白
髄
炎

）
予
防
接

瑶

ポ
リ

オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予

防
接
種
を
、
日
程
表
の
と
お
り
実

施
し

ま
す

。
生
礁
一
〒

九
十
月
未

満
で

二
回
終
了
し
て
お
ら
ず
、
予

診
票
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
左

日　　 程　　 表

圃電話でパ ーク センターS45-8900 番（月曜休館 ）へ

ふ

れ

あ

い

太

極

拳

表

演

会

幵一
月
2
3日
聡
午
後
１
時
～
５

時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用

無
料

醴
松
戸
ふ
れ
あ
い
太
極
拳
・
齊
藤

登
8
5・
2
8
7
8

番

会　　　場 日　　　時

中央保健センター
12/8R 3/6 伽

午
後
１
時
Ｓ
２
時

30
分

22圀 26吠）

五香市民センター 13冰） 7内

松飛台市民センター 13冰） 7附

東部市民センター 4(月) 棚 ）

馬橋東市民センター ４(月) 12吠）

健康増進センター 脂 ） 頌 ）

常盤平市民センター
5吠） 跏

2鸚 25(月)

明市民センター 6團 惱

古ケ崎市民センター 14困 12吠）

稔台市民センター 19吹） 4(月)

小金原市民センター 12㈲ 8廁

新松戸市民センター 7内 14内

小金保健センター
惱 脯

20冰） 22圀

馬橋市民センター 15廊 熈 ）

六実市民ｾﾝﾀｰ 別館 怦月） 13冰）

二鉗 紀が氈民ｾﾝﾀｰ 14附 19吠）

－

・

－

ス
ポ
ー
ツ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

‥１１
月
2
6
日

㈲

、
1
2
月
1
0
日
収

、

午

前
９

時
～
正

午
　

会

場

常

盤
平

第

一

小

学
校
　

費
用

無
料

圉

当
日

会
湯
で

固

体

育

指
導

委

員

・
染

谷

容
8
7
・

7
6
3
2

番

松

戸

市

七

草

マ

ラ

ソ

ン

大

会

１

月
７

日

収

午

前
８

時

～
８

時

4
0分

受
け

付

け

、
８

時
4
0
分

開

会

式
　

会

場
運

動

公

園

惠
1
2
月
1
9
日

㈹

ま
で

に

、

所

定
の

用

紙

に

種

目
・
氏

名
・
住

所
・
勤

務

先
（
学

校
名
）・
生
年

月
日

を
記
入

し

て

、

費
用

を

添

え
て

ス

ポ

ー
ツ

課

（
運

動
公

園

内

）
ま

た
は

、
小

金

原
・

常

盤
平

体

育

館

、
青

少

年

会
館

の

各

窓
口

へ

や

当
日

受

け
付

け

は

行
い

ま
せ

ん

。

種
目

の

変

更

も
で

き

ま
せ

ん

。

中

学
生

の

申
し

込

み

は

、
ス

ポ

ー
ツ

課

の
み

で

受

け

付
け

ま

す

。

大
会

当

日

、

車
で

の

来

場
は

ご

遠

慮
く

だ

さ
い

。

醴
ス

ポ

ー
ツ

課
登
6
3・
9
2
4
1

番

※予防接種会場 の駐車場は狭いた め、

車での来場はご 遠慮く ださい。

雪

に

親

し

む

会

（

ス

キ

ー

）

１９
一
月
3
0
日

出

午

後
９

時
3
0
分

伊

勢
丹

松

戸

店

前
集

合

、
１

月

２

日

㈹

午

後
８

時
帰

着
　

行

き
先

福

島

県

猪

苗

代
ス

キ

ー
場
　

定
員

先

着

三

十

八
入
　

費
用

大

人
四

万

円

、

小

人

（

小

学
生

以

下
二

二
万

七

千

円

往

復

バ
ス

代
・
二

韵

五

食

代
・

保
険

料

含

む

。
子

ど

も
の

み

の

参

加
は

小

学

校
四

年
生

以

占

圈

松

戸

市
ス

キ

ー
連

盟

・

高

橋
昔

6
2・
1
8
0
0

番

種　　目 距離 対　　　　 象 費用

一般男子１部 佃km 市内在住・在勤・在学者

400円一般男子２部
5 km

市内在住・在勤で39歳以下（高校生を
除く）

壮 年 の 部 市内在住・在勤で40歳以上

中学男子の部
4.1km

市内在住・在学の中学２・３年生

無料中学1年男子の部 市内在住・在学の中学１年生

中学女子の部
3.笥

市内在住・在学の中学生

一般女子の部 市内在住・在勤・在学者
400円

市 外 の 部 10贈 市外からの参加者

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス………登66-0010番

平日・午後5時～翌日午前9時

休日と土曜・午前9時～翌日午前9時

◆夜間急病診療所………………S68-3756 番

衛生会館内・毎日午後8時～11時

◆休日と土曜夜間歯科診療所…Q65-3430 番

衛生会館内・午後8時～11時

情報チャンネル

記
の
要
領
で

〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ケ
花

七
四
－

三
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
保

健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
（
0
6
6・

7
4
8
4
番
）
　へ

救急医療
体制



講
座
・
講
演

情

報

セ

ン

タ

ー

ビ

デ

オ

講

座

会

場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
情

報
セ

ン

タ

ー
　

費
用

無

料
　

持

ち

物

自
分

で

撮

影
し

た

ビ

デ

オ
テ

ー
プ
と

録

画

し
て

い

な

い

ビ

デ
オ
テ

ー

プ

順
行
‥一
月
2
6
日

収

ま
で

に

、

電
話

で

森

の

ホ

ー
ル
2
1
情

報
セ

ン

タ

ー

昔
8
4
・
5
0
5
0

番

へ

＼ 期　日 頴髑 内　　　　　容

初

級

11/2900

30困

12/1R

２出

昌

袁

交

午
後
１
時

30
分
Ｓ
４
時

30
分

自分で撮影したビデオテ

ープに、タイト ル・音楽

・ナレーションなどを入

れて、オＵジナル作品を

作つてみましよう。中

級

12/1R

２山

§

○
譲
り

ま
す

〔
家
具
〕
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
レ

ン

ジ
台
千
円
◆
テ
レ
ビ
ボ
ー
ド

三
千
円
◆
ド
レ
ッ
サ
ー一
二
千
円

◆
事
務
机
一
万
円
◆
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン

グ
ソ
フ

ァ
ー
一
万

円
◆
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
無
料

〔
電
気
用
品
〕
電
話
機
五
千
円

◆

掛
け
毛
布
二
千
五
百
円
二
点

◆
い
す
式
あ
ん
ま
機
五
千
円
◆

フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
二
千
円
◆
食

器
乾
燥
機
二
千
円
◆
ス
チ

ー
ム

フ

ァ
ン
ピ
ー
ク

上

二
千
五
百
円

・
三
千
円
◆
掃
除
機
六
千
五
百

円
◆
ミ
ル

付
き
コ

ー
ヒ
ー
メ

ー

カ
ー
ハ

百
円
◆
炊
飯
ジ
ャ
ー
四

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

（
義
務
講
習
）

講　習　日 対象施設 会　場

2/8 内
午前 給油取扱所 央 夕 子

区 ｜ 葉
中 。 市
央 平 文
゛ 葉 化

市 セ
中 ン

午後 その他

14團
午前 コンビナート

午前 その他

対象…危険物取扱者免状所持者の内、危険物

取扱作業に従事している人で、免状の交付を

受けた日、または講習を受けた日から３年を

経過しようとしている人など

惠
1
2
月
１１
］日

㈲

～
1
5
日

窗

の

間
に

、

受

講

申

請

書

（
消

防

局

・
各

消

防

署

に

あ
り

）
・
免
状

・
印
鑑

・
県

収

入

証

紙
四

千

七

百

円
分

（
市

役

所

内

銀

行

・
東

葛

飾

支

庁

・
警

察

署

で

販

売

）
を

持

っ
て

直
接

、

消

防

局

内

松

戸

市

危

険

物

安

全

協

会

（
昔
6
3
・
1
1
1
1

番
）
　へ

千
円
◆
1
4型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ニ

千
円

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ

１
七
千
円
・
五
千
円
・
二
千
円

◆

お
ん
ぶ
だ
っ
こ
ひ

も
二
千
円

二
点
・
無
料
◆

テ
ー
ブ
ル
付
き

歩
行
器
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

二
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ス
ト
ッ
プ
五

百
円
◆

哺
乳
び
ん
乾
燥

機
五
千

円
・
三
千
円
◆
哺
乳
び
ん
・
消

毒
器
千
円
◆
ミ
ル

カ
ー
と
哺
乳

び
ん
ケ
ー
ス
千
二
百
円
◆
チ
ャ

イ
ル

ド
カ

ー
シ
ー
ト
千
円
◆
ス

イ
ン
グ
タ
イ
プ
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア

三
千
五
百
円
◆
お
ま
る
千
円
◆

自
転
車
前
方
補
助
い
す
三
百
円

◆
ベ
ビ
土
フ
ッ
ク
千
円
・
五
百

円
◆
百
人
一
首
無
料
◆
ケ

ー
ス

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
2月
７
日
～
２

月
８
日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
十
回

、
午
後
６

時
～

７

時
3
0分
　

会
場
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館
　

費
用
五
百
円
　
内
容

現
役
競
技
プ
ロ
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン

問
ベ
エ
ル

ー
デ

ー
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

・
大
木
登
8
5・
4
1
3
7

番

青 少 年 移 動 教 室

内　　容 日　　　　時 講　　師 対象・定員 費用

家族でバード

ウォッチング

(不忍池)

12/ 3 (日)
午前８時30分松戸駅みど

りの窓口集合、11時30分
現地解散

日本野鳥の会

熊谷　章氏

親子

先着10組 無

料ふしぎ体験一

現代産業科学館

見学

12/ 9 田

午前10時～午後２時

松戸少年少女

発明クラブ

柴田　菱親氏

小学校３

年生以上

先着20人

入

り

五
月

人

形

無

料

〔
ス

ポ
ー

ツ

用

品

・

楽

器
〕

バ

ッ

グ

付
き

ゴ
ル

フ
フ

ル

セ

ッ

ト

ー
万

円

〔
日

用
雑

貨
〕

世

界

大
百

科

事

典

三

十
五

巻

セ

ッ
ト

一
万

円

◆

足

踏
み

ミ

シ

ン

無

料
◆

高
校

生

用

英

語

教
材

チ

ー
フ

ー
万

円

◆

英

文

タ
イ

プ
ラ

イ

タ

ー
二

千

円

◆

ヘ
ル

ス

メ

ー

タ

ー
千

円

◆

フ

ァ
ン

ビ

ー
タ

ー

ガ

ー

ド
千

五

百

円

◆

引
き

出

し

式

衣

装
ケ

ー
ス

二
百

円

◆

ク
リ
ス

マ

ス

用

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク
ラ

イ
ト

三
千

五

百

円

◆

都

市

ガ
ス

ス
ト

ー

ブ

無
料

◆

編
み

機

無
料

圃
肖
１１
月
2
5
日

出

〔

当
日

消

印

有

効

〕

ま
で

に

、
（

ガ
キ

に

希
望

品

名

（
品

物

一

点
に

つ

き

一

人

一

枚
）
・
価

格
・

住
所

・

氏
名

・

電

話

番
号

（
昼

間

お

勤
め

の

人

惠電話で青少年会館S44 ―8556番へ

日　　 時 内　　　　　　 容 錢 対象 費用

11/27(1月) 午
後６
時

30
分
Ｓ
８
時

30
分

｢結婚 つて 、親になるつてど んなこと｣

教育心 理劇研究センタ ー　 時田　 光人 氏
※血圧測定 、尿 検査を無料で実 施

Uｽ

姦

ｾﾐﾀﾞ

女未
。 婚

－あ
人る

でい
のは
参新
加婚
可の
に 男

無

料

12/40 月)

｢気がつい てから では遅すぎる妊 娠､出産の心 得｣
国立公衆衛 生院　 林　 謙治氏

※血液検査( 梅毒 ・血液 型・貧 皿・風しん抗 体価)
を有料で実 施

11(月)
｢幸福な家庭設 計のために｣

※検査結果をお 知ら せします

は
連
絡
先
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
－

八

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
二

ビ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し

、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品

物
を

譲

り

た
い

人

は

、
1
1
1
1

一

月
2
4
日

廊
ま
で

に

、
電

話

で

申

し

込
ん

で

く

だ

さ
い

（
一

人

三

点

ま
で

）
。
１

月
2
0
日

号
に

掲

載
し

ま

す

。

価

格
は

一
万

円

ま

で

で

、
衣

料

品

・

食
料

品

・

自

転

車
な

ど
は

扱
い

ま

せ

ん

。

固

消

費
生

活

セ
ン

タ

１

容
6
6
・

7
3
2
9

番

電話で健康管理課常盤平方面保健室昔84一句33番へ惠11月24日 廊までに 、

職
業
訓
練
セ

ン
タ

ー
（
テ

ク
ノ
2
1）

講 座 名 日　　　　時 費　用 定員 テキスト 代

ワープロ・
パソコン

入門講座

１２／ ４ (月)－５(火)午 後 １時

30 分 ～ ４ 時30 分
12X21 附 ・22 應 午 前 ９時

30 分 ～ 午 後 Ｏ時30 分

5,000円
各
6人

2,000円

ワープロニオ

フフシス
基礎講座

12/ 6 圉・７困・８廊・

11(月)
午後１時30分～４時30分

12,000円

各
10人

ワープロォ
フフシス

応用講座

12/18(1月)・21困・22廁・

25(月)
午後１時30分～４時30分

ワープロソ

フト一太郎

入門講座

12/1  It月)・14困・15圀・
18(月) 午前９時30分～午

後Ｏ時30分

ロータス１
・２・３

入門講座

12/1R ・４(月)・５(火)・

６圉　午前９時30分～午
後Ｏ時30分

マッキント

ッシュパソ

コン講座

12/12C 火)･13(7(0-19C火)･20(水)
午 前 ９ 時30 分 ～ 午 後 Ｏ時
30 分

午 後 １ 時30 分 ～ ４時30 分

各
３人

筆ペン講座

12/ 1 廊・８刪・15圀・

22廁
午後１時3C汾～３時30分

2,000円
各
10人

実　費

お

知

ら

せ

国
有
地
の

一
般
競
争
入
札

物　　　　 件 現場説明 入札日時 入札会場 保証金

新松戸３丁目32　　　　　宅地518.13m2
11/2900
午後２時40分

12/15R
午前11時30分 央子大

区葉蔵
椿財省
森務関
五事東
｜務財
六所務

｜⌒問
一千
゛葉

市中

日 入
に札
現金
金額
等の
で 五
納％
付以

上
を
入
札

中根長津町23-1､ －2　　 宅地581.70m2
11/30 内

午前10時2〔}分

12/15R
午後２時30分

上本郷字前田2808　　　　宅地473.25mz
11/30 困

午前11時30分

12/15R

午前９時30分

二十世紀が丘中松町68日　宅地565.80rrf
11/30 附
午後１時匐分

12/15R
午前10時30分

日暮４丁目1 －14　　　　宅地579.30m2
11/30 困

午後２時50分

12/15R

午後１時30分

※
現
地
説
明
不

参
加
者
も
入
札
に

は
参
加
で

き
ま
す
。

固
大
蔵
省
関
東
財
務
局
千
葉
財
務

事
務
所
管
財
第
五
課
容
0
4
3
・
2
5
1
・

7
2
1
1

番

東
京
外
郭
環
状
道
路
の
都
市

計
画
変
更
等
に
係
る
説
明
会 圃松戸地域職業訓練センター(松戸市小金原1-19-3)049 ―3200番へ

午12
後

／

Ｓ２ ３
４ 時日
時30
30 分
分

午12
前/

10 2
時 倒
Ｓ
正
午

日

時

南

部
小

学
校

矢

切
公

民
館

会

場

※
同
時
に

環
境
影
響
評
価
準
備
書

の
説
明

も
行
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て

は
、
幵一
月
2
5日

出
に
県
の
お
知
ら
せ

が
新
聞
に

折
り
込
ま
れ
ま
す
。

醴
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
県
都
市

部
計
画
課
昔
0
4
3
・
2
2
3
・
3
1
6
8

番

保
健

婦

募

集

（

産

休

代

替

）

対
象
五
十
歳
以
下
の
人
　

勤
務

時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　

勤

務
場
所
松
戸
保
健
所

固
松
戸

保
健
所
保
健
指
導
課
容
6
1

・
９
乙
１
９
１`
番

1
1月
3
0日
附
は
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
三

期
の
納
期
限
で
す

。
期
限
内

に
納
入
し
て
く
だ
さ
る
よ

う

お
願
い
し
ま
す

。
問
収
納
課

合言葉は5kg減量

！

職 種 保　 母 看 護 婦

対　象
保母資格のあ

る人

看護婦免許の

ある人

募集人員 若　千　名

勤務条件
等

1時間890 円 1時間1,300 円

日額360円（上限）までの交通
費の支給あり。月～金曜日は

午前９時～午後４時の勤務
土曜日は午前９時～午後Ｏ時

30分の勤務

惠12月 ５日(火)までに 、電話で保育所 課へ

銃

砲

刀

剣

類

所

持

等

取

締

法

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

警
察
で
は
、「
け
ん
銃
の
な
い

安

全
な
社
会
を
め
ざ
し
て
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
け
ん

銃
使
用
犯
罪
の

根
絶
を
図
る
た
め

、
取
り
締
り
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

６

月
に
は
銃
砲
刀

剣
類
所
持
等
取

締
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

固
松
戸
警
察
署
昔
6
9・
0
1
1
0

番
、
松
戸
東
警
察
署｛
一一
4
9・
0
1

1
0

番

週
末
に
な
る
と
旬
の
素
材
を
求
め
て
二

人
で
料
理
を
し
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

食
事
を
し
ま
す
。
そ
の
せ
い
か
二
人
と
も

太
っ
て
し
ま
い
洋
服
の
サ
イ
ズ
も
ワ
ン
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
。
週
末
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え

な
が
ら
も
、
こ
れ
で
は
ま
ず
い
と
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。

武史 さん

直美さん

大平稔台

※
こ
の
欄
に
登
場

し

て
く
だ
さ

る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て

い
ま
す
。

問

広
報
課

国

の

教

育

ロ

ー

ン

対
象
高
校
・
大
学
・
各
種
学
校

に
入
学
・
在
学
し
て

い
る
人
の
保

護
者
で
年
間
収
入
が
千
二
百
十
万

円

（
事
業
所
得
者
に
つ
い
て
は
九

百

九
十
万
円
）
以
内
の

大
　
融
資

額
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
百
五

十
万
円
以
内
　
返
済
期
間
八
年

固
国
民
金
融
公
庫｛
一一
6
7・
1
1
9

1
番

１２

月

定

例

市

議

会

開

催

予

定

平

成

７

年

松

戸

市

議

会
1
2
月

定

例

会

は

、
1
2

月

６

日

困

か

ら
1
2

月

1
8日

側

ま

で

開

催

さ

れ

る

予

定

で

す

。請

願

・

陳

情

は

、
一
‥１１一
月
2
7
日

㈲

１２

／

１

か

ら

千

葉

年

金

相

談

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

を

開

設

相
談
日
時
毎
週
月
曜
日
か
ら

金

曜
日
（
祝
日
等
を
除
く
）
、
午
前
９

時
～
午
後
４

時
　
会
場
千
葉
年
金

相
談
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ

千
葉
駅
徒
歩
五
分
）

問
千
葉
年
金
相
談
サ

ー
ビ
ス
セ
ン

タ
１

一`一
0
4
3
・
矧一
・
1
1
6
5

番

午

後
５

時
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
く
だ
さ
い

。

固
市
議
会
事
務
局
議

事
課

18

(月) 頡頡瑟Ｍ晶７困 ６
㈲

期
日

本

会

議

常

任

委

員

会

本

会

議

招

集
日

本
会

議

会

議

予

定

議

案

等

の

議

決

議

案

等

の

審

査

一

般

質

問

議

案

説

明

主

な

内

容

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

1
1
1
1

月
2
8
日

㈹

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市

民
劇
場

費
用
テ

キ
ス

ト
代

二
千

七
百
円

（
初
回
の
み
）

間
矢
切
公

民
館
昔
6
8・
1
2
1
4

番价
一
回
・

訴

婚

学

級

市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
保

母
・
看
護
婦
）
募
集

新婚さん

こんにちは



お寿司屋さんが松風荘を訪問

新
鮮
な
寿
司
に
舌
鼓

職人さんたちの威勢のいい声にお年寄りの皆さんも、お

寿司屋さんの雰囲気を味わいました。

寿司のサービスは松風荘の開設時からで、今年25回目。

「お年寄りに喜んでもらうため、これからもずっと続けて

いきたい」と職人さんたちは張り切っていました。

東関東マーチングフェスティバルで
身
近
な
街
の
話
題
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い

。
膣
広
報
課

八ヶ崎小が最優秀賞に

街　の　話　題

第１回東関東マーチングフェスティバルガ10月22日干葉ポートフフ

リーナで開かれ、八ヶ崎小学校（田中満男校長）が見事最優秀賞を

受賞しました。

大会で演奏するわずか６分間のために、万人のメンバーは朝や放

課後毎日練習に励みました。「子どもたちの努力はもちろんのこと、

衣装を作るお母さんたちやパレードに呼んでくださる地元商店街の

皆さんの協力のおかけです」と顧問の先生。皆のチームワークで手

にした賞は、子どもたちにとつて素晴らしい思い出になりました。

「
み
ん
な
苦
し
ん
で
い
る
ん
だ
」
と
が
ん
ば
っ
た

小
森
　
ま
さ
さ
ん（
古
ヶ
崎
）

昭
和
2
0年
３
月
1
0日
の
東
京
大
空
襲

の
時
、
私
は
身
重
の
体
で
四
歳
の
娘
と
、

船
橋
に
疎
開
し
て
い
ま
し
た
。
夫
は
私

た
ち
二
人
を
残
し
て
こ
の
日
戦
災
死
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
婚
五
年
目
の
こ

と
で
す
。
世
間
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い

私
は
、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な

絶
望
的
な
経
験
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。そ

の
時
は
、
生
き
る
こ
と
も
、
死
ぬ

こ
と
も
、
何
の
考
え
も
浮
か
ん
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
も
し

か
し
た
ら
と
い
う

思
い
で
、
病
院
や
焼
け
跡
を
夫
を
探
す

た
め
、
大
き
な
お
腹
を
抱
え
、
幼
児
の

手
を
引
い
て
た
だ
た
だ
歩
き
続
け
ま
し

た
。
回
り
の
人
た
ち
は
、
戦
後
の
混
乱

の
中
、
他
人
の
こ
と
な
ど
か
ま
っ
て

い

る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
生

活
に
も
、
無
情
な
仕
打
ち
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う

に
、
か
た
く
な
ま
で
に
、「
誰
に
も
頼
る

ま
い
」
と
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
も

の
で
す
。
そ
の
年
の
６
月
2
5日
、
四
歳

の
娘
は
疫
痢
に
か
か
り
、
発
病
後
七
日昭和21年ごろ(左側)

目
に
私
の
手
を
握
り
し
め
、「
お
か
あ
さ

ん
」
と
一
言
い
っ
た
き
り
他
界
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
戦
争
さ
え
な
け
れ
ば
、

こ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
、

誰
を
恨
む
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

悔
し
さ
と
悲
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

そ
の
ふ
た
月
後
、
私
は
一
人
病
院
で

子
ど
も
を
産
み
ま
し
た
。「
坊
ち
ゃ
ん
で

す
よ
」
と
い
わ
れ
た
時
は
、
無
事
生
ま

れ
た
喜
び
で
涙

が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
翌

年
に
は
、
部
品
工
場
の
給
食
係
と
し
て

働
き
始
め
ま
し
た
が
、
乳
児
を
預
け
る

所
も
な
か
っ
た
の
で
、
職
場
に
連
れ
て

行
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。「
子
持

ち
を
使
う
く
ら
い
な
ら
…
」
と
陰
で
言

う
人
も
い
ま
し
た

が
、
そ
の
分
人
の
倍

は
働
い
た
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
か
ら
四

年
後
、
会
社
は
倒
産
。
私
は
東
京
へ
出

て
、
製
糖
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
賃

金

が
低
か
っ
た
の
で
、
収
入
を
増
や
す

た
め
残
業
や
、
辛
い
仕
事
も
進
ん
で
や

り
ま
し
た
。
昭
和
2
5年
に
は
、
父
親
が

同
居
。
職
も
安
定
し
た
所
に
変
わ
り
、

七
十
五
歳
ま
で
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
、
家
族
や
回
り
の
人
た

ち
に
支
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
’平
成
７
年
７
月
７

日
七
十
七
歳
に
な
っ
た
今
、
昔
の
こ
と

を
思
い
起
こ
せ
ば
、
苦
し

か
っ
た
せ
い

か
、
よ
く
耐
え
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
で
皆

が
昧

わ
っ
た
辛
い
経
験

は
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
平
和

が
永
久
に

続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

近
頃
は
六
十
五
歳
か
ら
始
め
た
踊
り

が
何
よ
り
も
楽
し
み
で
す
。
平
和
で
あ

る
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

心にとりついた「富士山熱」

祐三 乱中和倉 若 津屋

七
年
前
、
家
族
で

富
士
山
に
登

っ

て
以
来
、
す
っ
か
り
富
士
山
が
好

き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

家
族
か
ら
は
「
も
う
行
か
な
い
」

と
見
放

さ
れ
て
し
ま

っ
た

が
、

心

に
と
り

つ
い
た
「
富

士
山
熱
」

は

治
ま
ら
ず
、

知
り
合

い
の
若
者

を

誘

っ
て
、

い
そ

い
そ

と
出
掛

け
る

こ
と

を
繰
り
返
し
て

い
る
。

最
近

は
自
分
自
身

の
体
力
維

持

と

い
う

よ
り
、
若
者

た
ち
と

い
っ

し

ょ
に
苦

し
さ

を
分

か
ち
合

い
、

乗
り
越

え
て
、
達

成
感
に
満

ち
た

す

が
す

が
し

い
姿

を
見
る
こ

と

が

楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

山
頂

か
ら

の
御

来
光

は
、

そ
の

場

に
居
合

わ
せ

た
者

に
し

か
分

か

ら
な
い
最
高
の
眺
め
で
、
長
い
時

間

を

か
け

た
挑

戦
を
讃
え

る
無
言

の
メ

ッ
セ
ー

ジ
の
よ
う
に
思
え
て

く
る
。
い
つ
の
ま
に
か
私
に
と
り
つ
い

て
し

ま

っ
た
病
は
、
来
年

も
振
り

返
す
に
違
い
な
い
。

11月１日の「すしの日」に松戸鮨

(すし)商同業組合の皆さんが、養

護老人ホーム「松風荘」で寿司の出

張サービスを行いました。

これは「寿司はやっぱり握りた

てが一番」と、職人さんたちガネタ

を持ち寄って握るというもの。「マ

クロあがり!巻きものもう１本ね!」

六
年
生

細
田
　
若
菜

さ
ん
㈲

春
日
　
ゆ
う
き
さ
ん
㈲

毎日の練習がきつかっ

ただけに、トロフィーを

受け取ったときは「やっ

た」と思いました。

戦
後
5
0
年

私
の
思
い
出
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